
【
特
集
】

金
融
マ
ン
　
人
事
万
華
鏡
�

需
要
拡
大
で
活
況
取
り
戻
す
�

人
材
市
場
だ
が
…
�

ご
都
合
主
義
・
独
り
よ
が
り
の
人
事
政
策
の
変
革
を�

エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
・
サ
ー
チ
・
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
�

 
 
 
代
表
取
締
役
　

小
溝
　
勝
信
�

金
融
マ
ン
四
〇
〇
人
の
意
識
調
査
か
ら
�

転
職
市
場
の
主
役
は

外
資
か
ら
邦
銀
へ

日
本
経
済
お
よ
び
内
外
の
金
融
ビ

ジ
ネ
ス
の
回
復
を
受
け
て
、
昨
年
後

半
以
降
の
外
資
系
金
融
機
関
お
よ
び

日
本
の
金
融
機
関
は
、
全
体
と
し

て
、
人
材
需
要
を
急
速
に
拡
大
さ
せ

て
い
る
。
不
良
債
権
問
題
と
Ｉ
Ｔ
バ

ブ
ル
崩
壊
に
よ
り
停
滞
感
の
強
か
っ

た
金
融
人
材
市
場
は
久
し
ぶ
り
に
活

況
を
呈
し
て
い
る
。

こ
の
十
数
年
、
外
資
系
金
融
機
関

は
、
先
端
的
な
金
融
技
術
を
持
ち
込

み
日
本
の
金
融
ビ
ジ
ネ
ス
を
大
き
く

リ
ー
ド
し
て
き
た
。
デ
リ
バ
テ
ィ

ブ
、
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
資
産

運
用
、
Ｍ
＆
Ａ
や
エ
ク
イ
テ
ィ
フ
ァ

イ
ナ
ン
ス
、
デ
ィ
ス
ト
レ
ス
、
再

生
、
不
動
産
投
資
等
に
お
い
て
、
外

資
系
は
商
品
の
先
端
性
、
強
固
な
ト

レ
ー
デ
ィ
ン
グ
力
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な

販
売
網
で
日
本
の
金
融
機
関
を
大
き

く
凌
駕
し
て
い
た
。

「
金
融
人
材
市
場
」
は
「
金
融
ビ
ジ
ネ
ス
」
の
あ
り
方
を
反
映
し
て
変
化
し
、「
金
融
ビ
ジ
ネ
ス
」
は
「
実
体
経
済
」

の
状
況
と
と
も
に
変
化
す
る
。
ま
た
逆
に
、
金
融
人
材
市
場
の
あ
り
方
は
金
融
ビ
ジ
ネ
ス
を
規
定
し
、
金
融
ビ
ジ
ネ
ス

は
実
体
経
済
の
あ
り
方
を
規
定
す
る
。
こ
の
相
互
作
用
の
な
か
で
、
日
本
の
金
融
人
材
市
場
は
昨
年
後
半
か
ら
「
量

的
」
に
拡
大
し
「
質
的
」
に
も
変
化
し
て
い
る
。
こ
の
「
劇
的
」
な
変
化
は
日
々
加
速
し
て
い
る
。
当
社
は
先
般
「
金

融
マ
ン
の
意
識
調
査
」
を
行
い
、
四
〇
〇
人
の
金
融
界
の
プ
ロ
や
経
営
者
か
ら
回
答
を
得
た
。
分
析
結
果
を
も
と
に
金

融
人
材
市
場
の
最
近
の
状
況
を
概
観
し
た
い
。
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【特集】金融マン　人事万華鏡�

信託銀行・支店勤務。以前
も現在と同じ信託銀行で５
年間正行員として勤務。結
婚を期に退職し、３年前から
後方事務のフルスタッフ（
派遣社員）として勤務。�

信託銀行・支店勤務。もと
もと別の信託銀行で約10年
間働いていた。結婚後に退
職。１年半前から現信託銀
行で、後方事務のフルスタ
ッフとして勤務。�

都市銀行・支店勤務。前職
は航空会社の客室乗務員。
結婚後に退職し、３年半前
から現銀行の支店に勤務す
る。リスク商品の販売を担
当。週３日勤務。�

大手地銀・支店勤務。信用
金庫、出版社などを経て、
現銀行でフルスタッフとし
て勤務。渉外係として投信
などを販売するほか、担当
エリアの顧客管理も担う。�

事務・営業で不可欠な戦力なのに�
アルバイト並み待遇�

派遣行員はみた！�
　支店長さん、どうにかして下さい�
�
Ａ�
さん�

B�
さん�

C�
さん�

D�
さん�

中
堅
行
員
並
み
の
仕
事
量
、

で
も
年
収
は
三
分
の
一

い
ま
銀
行
の
支
店
で
は
、
従
業

員
の
う
ち
、
何
割
ぐ
ら
い
が
派
遣
等

の
非
正
規
社
員
に
な
っ
て
い
る
の
か

Ｂ
さ
ん

私
が
勤
務
す
る
支
店
は
大

き
な
支
店
な
の
で
す
が
、
従
業
員
約

一
〇
〇
人
の
う
ち
、
三
分
の
一
が
派

遣
社
員
で
す
。
社
員
が
辞
め
た
り
、

異
動
に
な
っ
て
も
、
新
し
く
配
属
さ

れ
る
の
は
派
遣
社
員
。
各
支
店
と
も

人
件
費
削
減
と
い
う
本
部
の
方
針
の

も
と
で
、
ど
ん
ど
ん
仕
事
を
派
遣
社

員
に
任
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い

て
、「
派
遣
で
も
で
き
る
」
と
い
う

こ
と
が
わ
か
っ
て
き
た
。
い
ま
ま
で

行
員
が
や
っ
て
い
た
仕
事
、
レ
ベ
ル

の
高
い
仕
事
も
派
遣
社
員
が
こ
な
し

て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

Ｃ
さ
ん

私
の
勤
め
る
支
店
で
も
三

分
の
二
は
派
遣
な
ど
の
非
正
規
社
員

で
す
ね
。
ハ
イ
カ
ウ
ン
タ
ー
は
全
員

が
派
遣
。
後
方
事
務
も
リ
ー
ダ
ー
格

の
数
人
は
行
員
で
す
が
、
あ
と
は
全

員
が
派
遣
で
す
。
毎
年
四
月
に
は
、

必
ず
一
人
は
新
入
行
員
が
入
っ
て
き

て
い
た
の
に
、
今
年
は
全
員
が
派
遣

社
員
。
そ
れ
も
全
員
新
卒
で
す
よ
。

Ａ
さ
ん

ど
の
支
店
で
も
、
行
員
の

か
わ
り
に
派
遣
社
員
を
大
量
に
増
や

し
て
い
る
よ
う
で
す
。
時
給
は
安

く
、
仕
事
は
中
堅
行
員
並
み
。
銀
行

に
し
て
み
れ
ば
、
こ
ん
な
都
合
の
よ

い
人
材
は
い
な
い
と
い
う
こ
と
な
の

だ
と
思
い
ま
す
。

団
塊
の
世
代
が
退
職
し
始
め
る
二
〇
〇
七
年
問
題
は
す
ぐ
そ
こ
。
だ
が
銀
行
に

は
、
こ
の
問
題
が
そ
れ
ほ
ど
影
を
落
と
し
て
い
な
い
。
す
で
に
銀
行
は
、
こ
こ

数
年
の
大
リ
ス
ト
ラ
時
代
の
な
か
で
、
正
社
員
を
大
幅
に
削
減
し
、
か
わ
り
に

大
量
の
派
遣
社
員
を
採
用
し
て
い
る
か
ら
だ
。
銀
行
の
現
場
を
支
え
る
派
遣
社

員
に
と
っ
て
、「
銀
行
」
は
ど
の
よ
う
に
映
り
、
そ
こ
で
働
く
正
行
員
達
の

「
実
態
」
を
ど
う
み
て
い
る
の
か
。
銀
行
で
働
く
四
人
の
女
性
派
遣
社
員
が
、

銀
行
の
現
場
に
つ
い
て
歯
に
衣
着
せ
ず
語
り
合
っ
た
。
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埼
玉
特
化
、
原
点
回
帰
に
顧
客
か
ら
の
期
待
高
ま
る
�

中
小
・
零
細
企
業
の
小
口
案
件
に
も
�

積
極
対
応
し
シ
ェ
ア
拡
大
狙
う
�

特
集
◎

金
融
激
戦
地
　
埼
玉
を
ゆ
く
�

す
べ
て
の
施
策
で

埼
玉
特
化
打
ち
出
す

埼
玉
り
そ
な
は
あ
く
ま
で
地
域

銀
行
、
極
端
に
い
う
と
地
銀
だ
と
い

う
認
識
で
よ
い
の
だ
ろ
う
か

地
域
銀
行
と
い
う
認
識
で
結
構

だ
。
要
は
、
埼
玉
と
い
う
地
域
に
特

化
し
て
、
そ
の
な
か
で
わ
れ
わ
れ
は

ど
う
生
き
る
べ
き
か
、
い
か
に
し
て

こ
の
地
域
の
な
か
で
勝
っ
て
い
く
か

が
経
営
の
前
提
だ
。
一
方
で
り
そ
な

グ
ル
ー
プ
の
一
員
で
も
あ
る
の
で
、

機
能
と
し
て
は
グ
ル
ー
プ
の
総
合
力

を
活
用
し
て
い
こ
う
と
。

県
内
の
貸
出
シ
ェ
ア
は
す
で
に

四
割
以
上
あ
る
が
、
ま
だ
満
足
し
て

は
い
な
い
と

地
域
銀
行
と
し
て
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン

に
な
る
に
は
、（
シ
ェ
ア
を
）
も
っ

と
高
め
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
そ
の

た
め
に
は
メ
ガ
バ
ン
ク
と
バ
ッ
テ
ィ

ン
グ
す
る
大
企
業
・
中
堅
企
業
と
の

取
引
、
あ
さ
ひ
時
代
に
は
地
元
の
地

銀
さ
ん
や
信
金
さ
ん
が
お
も
に
対
応

し
て
き
て
い
た
中
小
・
零
細
企
業
と

の
取
引
、
い
ず
れ
も
さ
ら
に
拡
大
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
。

埼
玉
県
は
魅
力
的
な
マ
ー
ケ
ッ

ト
で
あ
る
が
ゆ
え
に
金
融
機
関
の
競

合
も
激
し
い
と
聞
く
が

か
な
り
の
激
戦
地
区
で
あ
る
の
は

現
在
四
割
の
県
内
貸
出
シ
ェ
ア
を
さ
ら
に
高
め
て
い
く
た
め
に
、
中
小
・
零
細
企
業
や
個
人
事
業
主
の
ニ

ー
ズ
に
も
幅
広
く
対
応
し
て
い
く
。
合
併
等
の
経
緯
の
な
か
で
、
過
去
に
は
地
元
銀
行
ら
し
か
ら
ぬ
ス
タ

ン
ス
が
見
受
け
ら
れ
た
点
は
私
自
身
も
お
客
様
を
積
極
的
に
訪
問
し
て
お
詫
び
し
て
き
た
が
、
こ
の
二
年

間
、
す
べ
て
の
施
策
で
埼
玉
特
化
を
前
面
に
打
ち
出
し
て
き
た
こ
と
も
あ
り
、
わ
れ
わ
れ
に
対
す
る
お
客

様
か
ら
の
期
待
は
確
実
に
高
ま
っ
て
い
る
。
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一
貫
し
た
融
資
姿
勢
へ
の
評
価
高
ま
る
�

い
ち
早
く
「
攻
め
」
の
経
営
に
舵
を
切
り
替
え
、
�

貸
出
は
五
年
連
続
増
加�

�

特
集
◎

金
融
激
戦
地
　
埼
玉
を
ゆ
く
�

コ
ア
業
純
は

三
年
で
一
・
四
倍
に

〇
五
年
三
月
期
決
算
は
前
年
に

引
き
続
き
好
調
だ
っ
た

貸
出
金
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
が
順
調
に

伸
び
た
こ
と
が
主
因
だ
。
〇
五
年
三

月
末
は
対
前
年
同
期
比
で
一
四
二
〇

億
円
、
七
・
三
％
増
と
五
期
連
続
の

増
加
と
な
っ
た
。

そ
の
中
身
を
み
る
と
、
個
人
ロ
ー

ン
が
一
六
・
六
％
増
加
し
た
。
住
宅

ロ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
増
強
等
の
体
制

整
備
が
奏
功
し
た
ほ
か
、
県
内
で
は

当
行
の
み
で
取
り
扱
っ
て
い
る
ガ
ン

保
障
特
約
付
の
住
宅
ロ
ー
ン
が
、
新

規
申
込
み
の
約
四
割
を
占
め
る
な

ど
、
商
品
性
の
充
実
も
大
き
く
寄
与

し
て
い
る
。

ま
た
、
事
業
性
貸
出
も
年
率
四
・

六
％
の
伸
び
と
な
っ
た
。
一
〇
年
ほ

ど
前
に
導
入
し
た
企
業
開
拓
専
担
者

制
度
の
も
と
で
約
二
〇
〇
人
が
育

ち
、
い
ま
で
は
そ
の
経
験
者
が
各
支

店
で
活
躍
し
て
お
り
、
な
か
に
は
支

店
長
ク
ラ
ス
も
出
て
い
る
。
ま
た
、

〇
一
年
四
月
か
ら
新
規
開
拓
ブ
ロ
ッ

ク
制
を
導
入
し
て
、
現
在
県
内
を
九

ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
、
本
部
所
属
の
約

三
〇
名
が
支
店
に
常
駐
し
新
規
開
拓

を
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
施
策
が

三
年
連
続
し
て
毎
年
二
〇
〇
〇
社
以

上
の
新
規
先
事
業
所
の
開
拓
に
つ
な

が
っ
て
い
る
。
商
品
面
に
お
い
て
は

ス
コ
ア
リ
ン
グ
商
品
を
〇
二
年
三
月

か
ら
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

ス
コ
ア
リ
ン
グ
商
品
に
つ
い
て

は
メ
ガ
バ
ン
ク
も
積
極
投
入
し
て
い

る
が

メ
ガ
バ
ン
ク
と
当
行
で
は
方
向
性

武
蔵
野
銀
行
の
〇
五
年
三
月
期
決
算
は
コ
ア
業
務
純
益
、
当
期
純
利
益
が
三
期
連
続
、
経
常
利
益
は
二
期

連
続
し
て
、
過
去
最
高
益
を
更
新
し
た
。
経
営
資
源
の
「
選
択
と
集
中
」
の
も
と
、
貸
出
金
の
ボ
リ
ュ
ー

ム
ア
ッ
プ
を
図
る
積
極
経
営
が
奏
効
し
た
。
県
内
で
は
か
つ
て
み
ら
れ
た
金
融
機
関
間
の
棲
み
分
け
が
な

く
な
り
競
争
が
激
化
し
て
い
る
。
そ
の
な
か
で
埼
玉
県
に
本
店
を
お
く
唯
一
の
地
方
銀
行
と
し
て
「
地
域

共
存
、
顧
客
尊
重
」
を
経
営
理
念
と
し
、
一
層
の
顧
客
満
足
度
向
上
に
力
を
尽
く
し
て
い
く
。
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埼
玉
り
そ
な
に
は
半
独
立
・
自
由
度
確
保
を
期
待
�

金
融
機
関
同
士
の
競
争
激
化
は
�

　
　
県
民
経
済
的
に
は
ウ
エ
ル
カ
ム
�

特
集
◎

金
融
激
戦
地
　
埼
玉
を
ゆ
く
�

突
出
す
る

貸
出
残
高
の
増
加
率

首
都
圏
の
他
県
と
比
べ
た
場
合

の
埼
玉
県
の
経
済
基
盤
、
ま
た
現
在

の
経
済
環
境
を
ど
う
み
て
い
る
か

埼
玉
県
の
場
合
、
企
業
の
九
九
％

が
中
小
零
細
だ
。
業
種
的
に
も
製
造

業
か
ら
サ
ー
ビ
ス
業
ま
で
非
常
に
幅

広
く
あ
り
、
何
が
特
徴
だ
と
一
言
で

は
い
え
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
フ
ル
ー

ト
だ
っ
た
ら
日
本
で
一
番
と
か
、
競

技
用
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
だ
っ
た
ら
世
界

で
一
位
と
か
、
個
別
品
目
ご
と
に
み

れ
ば
優
れ
た
技
術
・
製
品
を
も
つ
企

業
は
少
な
く
な
い
。
だ
が
、
決
定
打

が
な
い
。
だ
か
ら
常
に
全
体
を
底
上

げ
す
る
努
力
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば

い
け
な
い
。

た
だ
し
、
経
済
環
境
そ
の
も
の
は

良
好
だ
。
〇
四
年
の
人
口
増
加
率
は

二
・
六
％
で
全
国
五
位
だ
し
、
人
口

構
成
も
三
〇
代
か
ら
五
〇
代
で
全
体

の
四
四
％
を
占
め
て
お
り
、
購
買
力

・
消
費
意
欲
は
強
い
。
都
道
府
県
別

で
み
た
経
済
成
長
率
も
一
・
六
九
％

で
全
国
ト
ッ
プ
だ
。

全
国
銀
行
の
貸
出
残
高
の
減
少
が

続
い
て
い
る
な
か
、
県
内
の
貸
出
残

高
は
逆
に
増
加
し
て
い
る
。
一
都
三

県
の
〇
三
年
三
月
末
と
〇
五
年
三
月

末
の
信
金
を
除
い
た
ベ
ー
ス
の
貸
出

残
高
を
比
較
し
て
み
る
と
、
埼
玉
は

八
・
三
％
の
増
加
と
、
東
京
（
一
一

・
〇
％
減
）、
千

葉
（
〇
・
七
％

増
）、
神
奈
川
（
一
・
九
％
減
）
と

比
べ
て
最
も
高
い
。

金
融
機
関
の
競
争
は

激
し
い
ほ
ど
プ
ラ
ス

埼
玉
県
の
場
合
、
大
企
業
が
少
な
く
、
県
内
経
済
の
命
運
は
中
小
零
細
企
業
が
握
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
金
融
の

状
況
に
は
常
に
細
心
の
注
意
を
払
っ
て
い
る
。
埼
玉
り
そ
な
、
武
蔵
野
銀
行
、
埼
玉
縣
信
金
と
い
う
県
内
金
融
機
関
御

三
家
の
競
争
が
激
し
さ
を
増
す
な
か
、
メ
ガ
バ
ン
ク
や
周
辺
地
銀
、
都
内
信
金
の
進
出
も
目
立
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た

競
争
の
激
化
は
県
民
経
済
的
に
は
プ
ラ
ス
で
あ
り
、
埼
玉
の
事
業
者
は
恵
ま
れ
て
い
る
と
思
う
。
願
わ
く
ば
、
埼
玉
り

そ
な
が
、
形
式
的
に
も
地
元
の
銀
行
で
あ
る
と
い
う
形
を
整
え
て
ほ
し
い
。
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